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⾃宅待機には話し相⼿が必須 ペットも引っ張りだこで品薄状態が続いている 
 
昨⽇の⽇本経
済 新 聞 ⼣ 刊
に 、「 ペ ッ ト
『養⼦縁組』
⽶で急増』と
あり、記事中
には「動物を
家族の⼀員と
して引き取る
ケ ー ス が 増
え、各地の擁
護団体に滞留
する⽝や猫の
数が激減して
いる」と記さ
れている。 
 
確かに、現在のこの異常事態に、何もせずに⼀⽇中家に閉じこもっている⽣活は、楽なよう
に⾒えて実は多くの⼈にとっては苦痛である。その苦痛を紛らわせてくれるペットの存在
は実に⼤きいことだろう。 
 
私も先週の 24 ⽇（⾦曜⽇）に兵庫県動物愛護センター三⽊⽀所へ、猫がもらえるかの打診
に⾏った。そこでまず驚いたことは、そこにいたのは⽝が２匹と猫が１匹のみであったこと
である。そのうちの⽝１匹と猫１匹は愛護センターのホームページ（次ページ）に掲載され
ている。この３匹を４⼈の職員が世話していた。 
 
⼀昔前には、愛護センターには多くの⽝や猫があふれかえり、貰い⼿がない状況であったと
記憶している。テレビを通してそのような情景もよく流れていた。それが、新型コロナウイ
ルスによる外出⾃粛のためか、ペットの需要が増え、上の新聞記事と同じ現象がこの⽇本で
も起こっているようである。この外出⾃粛は⼈間にとってはつらいことであるが、⽝や猫た
ちにとっては悪いことではないということである。 



下に⽰したのは、兵庫県動物愛護センターのホームページである。先に述べたように、セン
ターに現在いる⽝と猫の写真が掲載されている。この⽝と猫が貰われて⾏ってしまうと、こ
のセンターには⼈間４⼈が残されるのみとなるので、組織としての体をなさなくなるのか
な？ などといらぬことを考えてしまった。 
 
いただける条件を確認したところ、年齢制限があり、また⼀⼈住まいの⼈はダメとのことで、
結構厳しい条件が付けられていた。私は資格外であった。そのせいもあり、このペットたち
に直にまみえることも許されなかった。この条件がある限り、ペットたちはもうしばらく、
このセンターにいることと思う。壁に貼ってあるポス
ターの写真（右）を撮ってきた。しっかりとしたポス
ターとなっているので、この猫は⻑らくこのセンター
にとどまっているものと考えられる。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 


